
湧き水等、溶存酸素を豊富に含む低温の水流中に生育する大型の植物で、茎は時に数十cmに達する。茎

基部で基物に強く付着し、茎上部は不規則に枝別れして、水中を漂う。葉は3列にならび、卵形、長さ3-

8mm。中央で縦に強く折り畳まれる。中肋はない。葉身細胞は線形から線状菱形で薄膜。

県内唯一の産地は埋め立てにより消失。主に北部山岳地あるいは低地でも湧水の流れる場所等を丁寧に
探索することにより、再発見の可能性はある。
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希少 ○

■ 特記事項

■ 保護上の留意点

■ 種の概要

Fontinalis  hypnoides  C.J.Hartm.

観賞用等採取 特異な生態 分布の限界

■ 県内分布

丹波市

■ 国内分布

北海道、本州

■ 選定理由

人為性 特殊性 学術性

生育環境破壊 ○ 特殊生育環境 ○ 特殊な分布

カワゴケ科

兵庫県ランク…カワゴケ
環境省ランク… VU


